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1 応募事業の概要確認
■ 事業の規模、概要、制約条件及び進捗状況の確認

２ 調布市における平準化の概況把握
■ 調布市全体の施工時期等の平準化の状況把握

入札契約改善推進事業の支援フロー

●事業の進捗状況（スケジュール）に応じて、支援範囲を設定して実施
●調布市では、以下のフローで支援を実施

６ 発注者による事業の推進（次年度当初から試行、具体化検討予定）

支援範囲

4 調布市の平準化に向けた施策提案
■ 平準化に向けた課題と対策の体系化
■ 財政課等との調整
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３ 平準化に関する課題把握
■設計・工事の発注状況
■発注者・受注者（施工者・設計
者）の課題認識

3-1 施工者・設計者へのアンケート調査
■ 技術職員の年齢構成、社員の採用状況、平準化ニーズ等

3-2 調布市職員へのアンケート調査
■ 時間外勤務の状況、平準化の阻害要因、改善策等

５ 調布市職員に対する周知
■ 職員向けの説明会の実施



事業の概要

応募事業の概要確認 発注者による
事業推進支援フロー

平準化に関する課題把握
調布市における平準化の

概況把握 受注者（施工者
/設計者）アンケート

調布市職員
アンケート

調布市の施工時期の
平準化施策 調布市職員への周知
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事業名称 施工時期等の平準化検討事業

対象自治体 東京都調布市
対象事業 施工時期等の平準化の取組の検討

事業の概要 施行時期を平準化することで事業者の受注機会を拡大し、入札不調を抑制する。また、併せて発注事務
及び検査事務の繁忙期を解消することにより時間外勤務の縮減等を図る。

位置と事業量
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●調布市の平準化率0.53は、全国平均（10～30万の都市)の0.55と同等
●調布市の工事は5～6月の早期発注が多いが7月以降に停滞し11月から再度活発化する
●工事発注は、平成30年度も一般的な年度と同様（R1は、例外的に設計業務の不調が多い）

調布市における平準化の概況把握

応募事業の概要確認 発注者による
事業推進支援フロー

平準化に関する課題把握
調布市における平準化
の概況把握 受注者（施工者

/設計者）アンケート
調布市職員
アンケート

調布市の施工時期の
平準化施策 調布市職員への周知

3

●調布市の平準化率（4月～6月の工事稼働件数の平均÷年間の工事稼働件数の平均）の状況
●調布市の近隣市との工事契約の月別推移

【調査事項】
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●学校関係の多い「教育委員会教育部」の工事については、夏季休暇中の工事のため5月・6月の発注が多い。
●「都市整備部」「環境部」の土木系の部署においては9月以降に発注が本格化する。「環境部」には一部夏季休
暇中の施工が困難な工事もある。

調布市における平準化の概況把握

応募事業の概要確認 発注者による
事業推進支援フロー

平準化に関する課題把握
調布市における平準化
の概況把握 受注者（施工者

/設計者）アンケート
調布市職員
アンケート

調布市の施工時期の
平準化施策 調布市職員への周知
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●調布市の部署別の工事契約時期の特性
●部別・施設別の施工時期の制約条件

【調査事項】
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調布市 部別 工事の契約累計割合（H30：件数）

総務部 生活文化スポーツ部 子ども生活部 福祉健康部
環境部 都市整備部 教育委員会教育部

【教育委員会教育部の工期制約】
学校施設：夏季休暇中までに工事完
成（教育総務課）

【環境部の工期制約】
公園：利用者が増える長期休暇中の
工事不可（緑と公園課）

公衆トイレ：利用者が増える観光シー
ズンの工事不可（環境政策課）

学外学習施設：児童等の利用が増え
る夏季休暇中は工事不可（環境政策
課）

コンクリート工事：冬期の打設は品質
等の問題があり工事不可（住宅課）



●施工時期が早い「教育委員会教育部」では設計業務の履行期間も12月となっており、他部の業務と比較しても
早期に業務完了をしている。
●施工時期が9月以降となっている土木系の部署の工事の設計は、履行期間が3月となっている。

調布市における平準化の概況把握

応募事業の概要確認 発注者による
事業推進支援フロー

平準化に関する課題把握
調布市における平準化の

概況把握 受注者（施工者
/設計者）アンケート

調布市職員
アンケート

調布市の施工時期の
平準化施策 調布市職員への周知
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凡例 設計業務 工事

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

管財課 調布市市庁舎免震改修工事

総合防災安全課 上石原児童遊園内防火貯水槽設置工事

生活文化スポーツ部 協働推進課 調布市菊野台地域福祉センター改修工事

児童青少年課 調布市立第三小学校地域学童クラブ（仮称）新築工事

児童青少年課 調布市立若葉小学校地域学童クラブ（仮称）及び調布市立若葉小学校ユーフォー新築工事

児童青少年課 調布市立富士見町学童クラブ（仮称）新築工事

環境政策課 調布市つつじケ丘駅北公衆便所改築工事

環境政策課 調布市飛田給駅北公衆便所改修工事

環境政策課 調布市深大寺前公衆便所改修工事

緑と公園課 （仮称）鉄道敷地公園（西側端部）新設整備工事

緑と公園課 入間町２丁目緑地管理用施設設置工事その２

緑と公園課 （仮称）染地２丁目多摩川市民広場第１期整備工事

街づくり事業課 平３０飛田給１号踏切道拡幅に伴う道路改良工事

街づくり事業課 調布駅北側駅前広場上屋工事

道路管理課 平３０主要市道１３号線舗装改良工事

道路管理課 平３０明照院橋ほか４橋耐震補強補修工事

教育総務課 調布市立深大寺小学校校舎外壁改修工事

教育総務課 調布市立調布中学校校舎外壁改修工事

教育総務課 調布市立若葉小学校給食室改修工事

教育総務課 調布市立柏野小学校体育館外部ほか改修工事

教育総務課 調布市立飛田給小学校校舎外壁及び屋上防水改修工事

教育総務課 調布市立滝坂小学校校舎外壁改修工事

教育総務課 調布市立杉森小学校校舎外壁改修工事

教育総務課 調布市立第五中学校既存体育館解体工事

H31年度

子ども生活部

環境部

都市整備部

教育委員会教育部

H29年度 H30年度
部 課 Ｈ３０工事件名

総務部

※ H29年度設計業務、H30年度工事の契約実績データから、関連性を確認できた設計業務・工事を抽出

●調布市の設計業務の履行期間と施工時期の関係を整理
【調査事項】

「教育委員会教育部」は設計
の工期も早い

「環境部」は設計の工期も年
度末



●施工者・設計者共に「技術者不足」が原因となっている。
●技術者の配置が可能となる閑散期に、工事・設計業務の工期設定とすることで不調・中止が抑制されると思われ
る。

平準化に関する課題把握

応募事業の概要確認 発注者による
事業推進支援フロー

平準化に関する課題把握
調布市における平準化の

概況把握 受注者（施工者
/設計者）アンケート

調布市職員
アンケート

調布市の施工時期の
平準化施策 調布市職員への周知
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●不調・中止工事・業務の不参加・辞退の理由の調査
【調査事項】

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%100%

技術者や技能者不足

予定価格と自社の積算額に乖離

資材や機械の調達が困難

工事内容の専門性が高い

施工条件や工程が厳しい

適切な入札価格算出の期間が確保されていなかった

仕様書の条件や数量書が明確でなく,入札価格の算

出が困難

同時期に発注された（発注される）利潤の高い工事

に参加

入札辞退等の理由（調布市内施工者）

大いにある 少しある ない 未回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%100%

管理技術者や担当技術者不足

業務内容の専門性が高い

工程が厳しい

同時期に発注された（発注される）利潤の高い業務

に参加

入札辞退等の理由（調布市内設計者）

大いにある 少しある ない 未回答

※調布市内施工者（回答55社）及び設計者（回答21社)へのアンケート結果

施工者・設計者とも技術者不
足との回答が最も多い



●施工者・設計者共に高齢化が進んでいるが、特に施工者において顕著である。
●施工者・設計者共に人材が不足しているが、採用活動をしても人材が集まらない状況となっている。
●少子高齢化に伴い全国的に「後継者不足による廃業」が増加しており、特に建設業において顕著である。
●調布市内でも同様に後継者不足による廃業が増加する恐れがある。

平準化に関する課題把握

応募事業の概要確認 発注者による
事業推進支援フロー

平準化に関する課題把握
調布市における平準化の

概況把握 受注者（施工者
/設計者）アンケート

調布市職員
アンケート

調布市の施工時期の
平準化施策 調布市職員への周知
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●調布市内の施工者・設計者の年齢構成や人材の状況について調査
【調査事項】

※調布市内施工者（回答55社）及び設計者（回答21社)へのアンケート結果

15%

14%

28%

23%

20%

0% 10% 20% 30%

調布市内施工者の年齢構成

21%

14%

24%

23%

18%

0%10%20%30%

～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60歳～

調布市内設計者の年齢構成

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

管理 技術者が不足して困っている

担当 技術者が不足して困っている

採用活動をしても人員を採用することができない

人材の状況（調布市内設計者）

大いにある 少しある ない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

技術者や技能労働者が不足して困っている

採用活動をしても人員を採用することができない

人材の状況（調布市内施工者）

大いにある 少しある ない



●施工者・設計者共に4月～10月工期・履行期間の工事・設計業務を望む声が高い。
●4月～10月が工事・業務の閑散期となっていることが伺える。
●市内建設業関連団体からも平準化の要望もあり。

平準化に関する課題把握

応募事業の概要確認 発注者による
事業推進支援フロー

平準化に関する課題把握
調布市における平準化の

概況把握 受注者（施工者
/設計者）アンケート

調布市職員
アンケート

調布市の施工時期の
平準化施策 調布市職員への周知
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●施工者・設計者の平準化への要望状況
【調査事項】

※調布市内施工者（回答55社）及び設計者（回答21社)へのアンケート結果
希望順位に基づき点数化

0点 20点 40点 60点 80点 100点

４月～１０月

５月～１１月

６月～１２月

７月～翌年１月

８月～翌年２月

９月～翌年３月

１０月～翌年４月

１１月～翌年５月

１２月～翌年６月

１月～７月

２月～８月

３月～９月

望ましい工事時期（調布市内施工者）

0点 10点 20点 30点 40点 50点

４月～１０月

５月～１１月

６月～１２月

７月～翌年１月

８月～翌年２月

９月～翌年３月

１０月～翌年４月

１１月～翌年５月

１２月～翌年６月

１月～７月

２月～８月

３月～９月

望ましい設計業務時期（調布市内設計者）



●3月及び9・10月の時間外勤務が多い。
●時間外勤務の主な理由として、3月は「検査対応」、 9・10月は「予算・決算・議会対応」。

平準化に関する課題把握

応募事業の概要確認 発注者による
事業推進支援フロー

平準化に関する課題把握
調布市における平準化の

概況把握 受注者（施工者
/設計者）アンケート

調布市職員
アンケート

調布市の施工時期の
平準化施策 調布市職員への周知
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●職員の時間外勤務の状況の把握
【調査事項】

単位：件

月

項目 順位 1位 2位 3位 1位 2位 3位 1位 2位 3位 1位 2位 3位 1位 2位 3位 1位 2位 3位 1位 2位 3位 1位 2位 3位 1位 2位 3位 1位 2位 3位 1位 2位 3位 1位 2位 3位

20 3 1 22 4 1 18 3 3 14 2 2 11 8 0 9 10 1 7 7 1 9 5 2 9 3 3 6 4 1 7 4 2 2 5 3

2 5 3 4 6 4 9 5 4 15 4 4 17 5 6 7 12 3 12 9 5 20 6 1 14 12 2 17 5 2 18 8 3 7 13 3

0 2 1 1 0 2 2 0 1 1 2 1 5 1 4 10 2 1 3 1 2 3 0 5 8 0 5 2 1 4 10 4 5 33 4 3

3 2 2 4 2 2 6 4 3 2 1 1 5 1 2 28 7 4 26 8 1 10 3 1 7 3 7 7 4 1 6 3 1 7 2 2

5 10 4 6 12 5 5 14 2 2 16 4 2 13 3 1 8 6 1 8 6 0 10 4 1 10 5 4 13 5 4 11 6 1 13 4

16 10 5 9 8 5 8 6 8 6 6 8 6 8 11 2 6 17 6 7 15 5 10 12 10 3 9 10 5 10 7 5 10 10 7 14

8 6 11 6 5 10 5 9 6 9 7 5 7 8 6 7 6 8 10 9 5 8 8 8 8 11 3 6 6 6 6 8 6 7 4 7その他

工事設計対応の業務

工事施工管理の業務

検査対応の業務

予算・決算・議会対応の業務

業務委託対応の業務

庶務的な業務

：月別で最も多い項目 ：月別で2番目に多い項目 ：月別で3番目に多い

3月4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月
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41

38

43

39
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21
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26

22

29

26
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16
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17

13

20

12

20

14

14

13

10

20

14

13

12

12

10

13

18

14

13

10

10

17

19

8

5

5

3

4

8

7

6

6

7

7

17

2

1

1

2

3

1

4

1

1

1

1

3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

時間外勤務の状況（工事関係課職員）

ほぼ勤務時間内で業務が終わる。 週に１～２日程度時間外勤務をする。

週に２～３日程度時間外勤務をする。 週に３～４日程度時間外勤務をする。

週に４～５日程度時間外勤務をする。 週に５日以上時間外勤務をする。

単位：人数



平準化に関する課題把握

応募事業の概要確認 発注者による
事業推進支援フロー

平準化に関する課題把握
調布市における平準化の

概況把握 受注者（施工者
/設計者）アンケート

調布市職員
アンケート

調布市の施工時期の
平準化施策 調布市職員への周知

10

●アンケート等を踏まえた施工時期等の平準化の効果の整理

働き方改革の推進

設備投資の促進

収入の安定

Etc.

若年層の就業促進

経営の安定化

勤務時間の平準化 業務の効率化

Etc.

職員の働き方改革

繁忙期の業務量削減

設計品質の向上

起工・検査業務等の分散

不調等による再公告
手間の削減

施工時期等の
平準化

施工者・設計者 調布市職員

閑散期の工事受注



調布市の施工時期の平準化施策

応募事業の概要確認 発注者による
事業推進支援フロー

平準化に関する課題把握
調布市における平準化の

概況把握 受注者（施工者
/設計者）アンケート

調布市職員
アンケート

調布市の施工時期の
平準化施策 調布市職員への周知

11

●アンケート等を踏まえた調布市平準化施策（案）



調布市の施工時期の平準化施策

応募事業の概要確認 発注者による
事業推進支援フロー

平準化に関する課題把握
調布市における平準化の

概況把握 受注者（施工者
/設計者）アンケート

調布市職員
アンケート

調布市の施工時期の
平準化施策 調布市職員への周知

12

●アンケート等を踏まえた調布市平準化施策（案）



調布市の施工時期の平準化施策

応募事業の概要確認 発注者による
事業推進支援フロー

平準化に関する課題把握
調布市における平準化の

概況把握 受注者（施工者
/設計者）アンケート

調布市職員
アンケート

調布市の施工時期の
平準化施策 調布市職員への周知

13

●アンケート等を踏まえた調布市平準化施策（案）



調布市の施工時期の平準化施策

応募事業の概要確認 発注者による
事業推進支援フロー

平準化に関する課題把握
調布市における平準化の

概況把握 受注者（施工者
/設計者）アンケート

調布市職員
アンケート

調布市の施工時期の
平準化施策 調布市職員への周知

14

●12ヶ月未満の工期の工事における債務負担行為（2ヶ年債）の設定イメージ
●調布市の契約書では、各年度の出来高に応じた前払金ではなく工事費全体の4割の前払い金を設定

●設計業務の履行期間も「3月」以外とする。
●工事費全体の前払金を設定しているため、第4四半期の工事発注とすれば部分払いの請求の可能性が低いこと
から、検査関係の職員負担増も抑制されると考えられる。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

現状

2ヶ年債の活用
イメージ

１年目 ２年目

積算・発注 工事

検査

検査

検査（調布市）が集中

前払金（工事の全請負
金額の4割）の支払い

債務負担行為（2ヶ年債）
の設定

積算・発注 工事

議会

工事が集中（施工者）

部分払の要請
があった場合既済部

分検査



調布市の施工時期の平準化施策

応募事業の概要確認 発注者による
事業推進支援フロー

平準化に関する課題把握
調布市における平準化の

概況把握 受注者（施工者
/設計者）アンケート

調布市職員
アンケート

調布市の施工時期の
平準化施策 調布市職員への周知

15

●債務負担行為（ゼロ債）の設定イメージ

●設計業務の前倒しから実施する必要がある
●「社会資本総合整備計画に係る交付金事業等」においてもゼロ債の設定は可能だが、市単費の事業での試行
から始める。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

現状

ゼロ債の活用イ
メージ

２年目１年目

設計業務 積算・発注 工事

予算要求

業務発注

業務発注 設計業務 積算・発注

予算要求 議会

工事

議会 検査

検査

設計成果の確認や人事
異動に伴う引継のため
円滑な発注が困難

繁忙期のため設計成果
に対するきめ細やかな
対応が困難

人事異動前に積算・契
約まで実施。

第４回定例会(12月)の
補正予算

工事監督・検査のピー
クにきめ細やかな設計
業務の管理を実施

第1回定例会(3月)の当
初予算

前払金は4月（保証事業会
社の保証による金融機関
からの融資制度あり）



調布市の施工時期の平準化施策

応募事業の概要確認 発注者による
事業推進支援フロー

平準化に関する課題把握
調布市における平準化の

概況把握 受注者（施工者
/設計者）アンケート

調布市職員
アンケート

調布市の施工時期の
平準化施策 調布市職員への周知

16

●『設計（1年目）→施工（2年目）』の２ヵ年計画から、 『設計（1年目）→予算要求・積算（2年目）→
発注・施工（3年目）』の3ヵ年計画への変更イメージ

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

建築系

土木系

１年目 ２年目 ３年目

現状
(２ヵ年計画）

３ヵ年計画化のイメージ

設計業務 積算・発注 工事

予算要求

業務発注

予算要求

議会 検査

第1回定例会(3月)の当
初予算

ゼロ債との併用も可

工事

検査

予算要求のため設計業
務の負担がピーク

予算要求後の見直しや
調整が発生

設計業務

積算・発注 工事

予算要求

業務発注

議会 検査

設計成果の確認や人事
異動に伴う引継のため
円滑な発注が困難

繁忙期のため設計成果
に対するきめ細やかな
対応が困難

第1回定例会(3月)の当
初予算

ゆとりのある設計業務工
期の設定（品質の向上）

積算・発注

設計業務業務発注

議会

フレックス工期の活用
も可能

第1回定例会(3月)の当
初予算

繁忙期を避けた検査日
程の設定

設計業務も2ヵ年債等を活
用し、3月以外の履行期限
として繁忙期の負担軽減
を図る

●「調布市基本計画」及び「財政フレーム」との調整が必要
●「余裕期間制度」との併用も考えられる



調布市の施工時期の平準化施策

応募事業の概要確認 発注者による
事業推進支援フロー

平準化に関する課題把握
調布市における平準化の

概況把握 受注者（施工者
/設計者）アンケート

調布市職員
アンケート

調布市の施工時期の
平準化施策 調布市職員への周知

17

●設計及び施工工程の『見える化』イメージ

●課内、関係各課、全庁での最適化のため、事業工程の『見える化』を図る

工事・業務の基本データ整備（契約台帳レベル）



調布市の施工時期の平準化施策

応募事業の概要確認 発注者による
事業推進支援フロー

平準化に関する課題把握
調布市における平準化の

概況把握 受注者（施工者
/設計者）アンケート

調布市職員
アンケート

調布市の施工時期の
平準化施策 調布市職員への周知

18

●工事主管課別の特性把握と特性に応じた平準化施策の提案



調布市職員への周知

応募事業の概要確認 発注者による
事業推進支援フロー

平準化に関する課題把握
調布市における平準化の

概況把握 受注者（施工者
/設計者）アンケート

調布市職員
アンケート

調布市の施工時期の
平準化施策 調布市職員への周知

19

●調布市の関係各課との問題認識等を共有・周知するために、令和2年2月25日 「公共工事の施工時期の平
準化に向けた取組に関する説明会」を開催し、調布市の現状や平準化施策について説明

日時：平成２年2月25日 10:00～11:30 場所：調布市文化会館 たづくり 8階映像シアター
参加者：30名



発注者による事業推進

応募事業の概要確認 発注者による
事業推進支援フロー

平準化に関する課題把握
調布市における平準化の

概況把握 受注者（施工者
/設計者）アンケート

調布市職員
アンケート

調布市の施工時期の
平準化施策 調布市職員への周知

20

●事業推進にあたっての役割分担

工事主管課・施設所管課

設計及び施工工程の見える化
シミュレーション

2ヶ年債・ゼロ債務試行事業の抽出
※市単費事業を中心

財政課等

予算要求 予算編成

業務・工事の繰越しの適宜要請
（第1回定例会以外での繰越しの

活用検討）
予算編成（繰越明許費の活用）

財政フレーム
設計・積算・工事の３ヶ年計画化

検討

その他検討

• インセンティブ（勤務評定等）
• 人事異動時期の検討

債務負
担行為

繰越し

事業計画
見直し


